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      ◎２０２6年度予算総括質問のお知らせ 

２０２6年度予算に関する総括質問が、3月16日から18日にかけて行われます。 

日本共産党板橋区議会議員団から石川すみえ議員、小林おとみ議員が質問に立ちま

す。 

※進捗状況により時間が変更になる可能性があります。 

※当日はインターネット中継があります。第一委員会室での傍聴も可能です。 

 

   １、区民生活を支える財政支出を 

石川すみえ  ２、リアルな子育て政策を 

議員   ⑴ 2026年4月に待機児童をうまないために 

    ⑵ 使いやすいひとり親支援を 

18日（水）   ⑶ 保育の質の向上と、区立保育園の老朽化対策 

午前  ３、すべてのこどもが「共に」育つ教育環境のために 

１０:３0頃～   ⑴ 学校現場への支援を 

    ⑵ こどもの選択肢を増やすために 

    ⑶ 家庭への支援を 

   ⑷ 包括的性教育の推進を 

  ４、成増駅北口周辺の安全対策について 

小林おとみ  １、高齢者の生活支援について 

議員  ２、公衆浴場支援について 

  ３、上板橋駅周辺のまちづくりについて 

１１:３0頃～  ４、まなぽーと大原は現地で建て替えを 

（2ページに続きます） 



 

区議団は、当初予算に対する予算修正と、子どもの均等割額の軽減を

18歳まで広げる条例提案を行いました。その内容についてお知らせしま

す。 

 

予算修正は、約1０億円の増額修正です。 

提案している事業は、 

・非課税かつ高齢者のみ世帯等に対するエアコン購入費助成 

・敬老入浴事業の拡充（対象年齢の拡充と回数の増） 

・高齢者補聴器購入費助成事業の拡充 

・ひとり親家庭家事援護者派遣事業の対象拡大 

・区立施設へのウォーターサーバー等の設置の拡充 

・若者・高齢者の単身世帯に対する家賃助成 

・修学旅行費の無償化 

となります。区長提案の予算額に対し、約0.３％の増額です。積み上げた

基金が約1６00億円に達しているため、実現可能と考えています。 

 

             

子どもの均等割額の軽減を18歳まで広げる条例提案は、共産党及び無

所属議員の計８名の共同提案です。 

   3月19日（木） 午後２時～  健康福祉委員会 

に審議となります。ぜひ傍聴をお願いします。 

  

予算修正＆国民健康保険の 

条例提案を行いました！ 


